























































































































































































































明治 27 年春に中村不析と出会った子規は、 写生を教えら
れて句作に応用した。 その当時の思い出を「瀬祭書屋俳句
帖抄上巻を出版するに就きて思、ひっきたる所をいふ」 （「ホトト





























































最良しとす」 （「日本」明治 28 年 12 月 23 日 『子規全集
第四巻J 405 頁～ 406 頁）
また、明治 30 年に発表した「俳諾反古箆」（「ほととぎすJ












「俳人蕪村」（「日本附録週報」明治 30 年 8 月 30 日 『子






















＊正岡子規と中村不折の写生論の研究（ J ) 柴田奈美
52 
注
1 ）『俳文学大事典』 角川書店 平成 7 年 10 月、『現代俳
句大事典』三省堂平成 17 年 1 1 月など。
2）「岡山県立大学デザイン学部紀要」 vol.14 No .l
平成 20 年 3 月 1 3 頁～ 1 8 頁
3）「正岡子規研究」平成 20 年 6 月 1 6 頁～ 22 頁
4） 博文館明治 39 年 10 月 40 頁～ 49 頁
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